
主 催

協 力 ： 静岡県立大学グローバル地域センター　清華大学日本研究センター

静岡県 お問い合わせ　
静岡県地域外交課

TEL：054-221-2572

日中平和友好条約締結45周年記念

静岡県×中国・清華大学連携フォーラム

開催
日時

会場開催の御案内　 申込方法

200名
入場無料

令和5年11月8日㊌
10：00～16：30 （9：30開場）

要・事前申込要・事前申込

　静岡県は、世界大学ランキングでアジアNo.１
の中国・清華大学と「富士山コンファレンス」を
共同開催いたします。
　本フォーラムでは、双方を代表する有識者・
教育者による講演やパネルディスカッションを通
じて、今後の学術・教育・文化及びスポーツ分
野における交流促進と人材育成に向けて意見
を交わします。

日中連携による国際的な視野を持つイノベーション人材の育成

富士山コンファレンス

●会  場 ： グランシップ11F 会議ホール「風」

【アクセス】
JRご利用の場合…静岡駅南口から車で15分または東静岡駅から徒歩5分
静岡鉄道ご利用の場合…長沼駅から徒歩12分

※出演者プロフィールは裏面をご覧ください。
※プログラム内容・出演者は変更になる場合があります。

〒422-8019　静岡市駿河区東静岡二丁目3-1

●9:30 開場
●10:00～12:00
　・清華大学の各分野の教授等に
　  よる講演

●WEB申込はこちら

●FAX申込は裏面を
　ご覧ください

午前の部

●13:30～16:30
　・主催者挨拶 楊 斌 清華大学副学長
　・記念講演 川勝 平太 静岡県知事
　・パネルディスカッション

静岡県立大学学長
尾池 和夫
……………………………………………………………
静岡県立農林環境専門職大学学長
鈴木 滋彦 
……………………………………………………………
清華大学日本研究センター主任
李 廷江
……………………………………………………………
清華大学日新学院院長
王 中忱
……………………………………………………………

午後の部

ライブ配信もあります

パネリスト

静岡県立大学グローバル地域センター特任教授
柯 隆
……………………………………………………………

モデレーター

プ ロ グ ラ ム
（敬称略）



氏　　　  名
フ リ ガ ナ

オンラインの場合の視聴言語

終日参加　　　　　・　　　　　午前のみ参加　　　　　・　　　　　午後のみ参加

日本語　　　 ・　　　 中国語

会社・団体名

Eメールアドレス

参  加  方  法
参  加  区  分

会　場　　・　　オンライン

FAX：TEL：〒

御　 住　 所

「イノベーター・ネットワークの共創に向けて」
　　　 ～富士山コンファレンスへの期待と展望～

山室 信一
●京都大学名誉教授 ●清華大学日本研究センター学術顧問
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1951年生まれ。東京大学法学部卒業。衆議院法制局参事、東京大学社
会科学研究所助手、東北大学助教授、京都大学人文科学研究所教授、
同所長を経て、2017年に退任。法学博士。専攻は法政思想連鎖史。著書
に『憲法9条の思想水脈』（朝日選書、2007年、司馬遼太郎賞）などがある。

「東アジア文化の視点から富士山を見る」
劉 暁峰
●清華大学歴史学部教授
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1962年生まれ。京都大学博士（国史）。中華日本哲学会副会長。中国日本
史学会常務理事、古代史専門委員会会長。著書に『時間と東アジア古代
社会』（中国社科文献出版社2021年）、『端午』（三聯書店2010年）などが
ある。

「中日デザイン文化の比較研究」
劉 北光
●清華大学美術学院教授
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1961年生まれ。清華大学美術学院学士課程修了、東京芸術大学大学院
修士課程修了（言語文化学）。専門は中、日、韓設計文化の比較研究。主
要な著書に『中、日、韓居住空間環境との比較関係』論文などがある。

「中国のデジタルイノベーションと清華大学」
小池 政就
●清華大学日本研究センター研究員
●㈶日中イノベーションセンター事業本部長兼主席研究員兼評議員
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1974年静岡県三島市生まれ。東京大学工学系研究科技術経営戦略学
専攻博士課程修了、米国ジョンズホプキンス高等国際問題研究大学院修
士課程修了。丸紅勤務、東京大学助教、日本大学准教授、衆議院議員を
経て現職。専門は国際関係、エネルギー、技術経営と幅広く、米国・英国で
も研究および勤務歴がある。

王 中忱
●清華大学日新学院院長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1954年生まれ。大阪外国語大学大
学院修士課程修了（言語文化学）。
清華大学人文学院教授。専門は比
較文学・中日近代文学・文化交流史。
主要な著書に『地之縁』（北京：知識
産権出版社2022年4月）、『出来事と
しての歴史と文学の叙述』（台北：人
間出版社2016年6月）などがある。

李 廷江
●清華大学日本研究センター主任
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1954年生まれ。清華大学卒業。中国社会科学院を経て、東京大学大学院
哲学博士。中国国務院発展研究センター主任代表・米国ハーバード大学ラ
イシャワ一日本研究所・アジアセンター客員研究員や中央大学学長補佐など
を経て現職。また、財団法人日中関係発展研究センター理事長代行と中央
大学法学部教授も務める。代表作『日本財界と近代中国』等。

「静岡県×中国・清華大学連携フォーラムイベント事務局」行
申込締切：令和5年11月5日（日）

出演者のプロフィール

FAX：054-635-4576
下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、11月5日（日）17：00までに、FAXしてください。
WEBからもお申込みいただけます。 なお、定員となり次第、締め切ります。 参加申込書

午前の部

川勝 平太
●静岡県知事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1948年生まれ。早稲田大学大学院経済学研究科修了。D.Phil.（オックス
フォード大学）。早稲田大学政治経済学部教授、国際日本文化研究センター
教授、学校法人静岡文化芸術大学学長を経て、2009年より現職（４期
目）。

鈴木 滋彦
●静岡県立農林環境専門職
　大学学長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1953年生まれ。名古屋大学大学院
農学研究科修了。静岡大学農学部
に奉職。2000年日本木材学会賞 
2010年｠ IAWS｠ Fellow。20期、22
期、23期 日本学術会議連携会員。
2021年農学部長、2013年副学長
（国際戦略担当）として農学教育の
充実、国際交流の推進に尽力。農学
博士。

楊 斌
●清華大学副学長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1969年生まれ。清華大学経済管理学院卒業、管理学博士、教授。清華大
学党委員会常務委員、経済管理学院リーダーシップ研究センター主任、日本
研究センター副理事長を兼務。主な研究方向は組織行為とリーダーシップ、
企業倫理と社会的責任、高等教育管理など。

午後の部

柯 隆
●静岡県立大学グローバル
　地域センター特任教授
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1963年生まれ。名古屋大学大学院
修士課程修了（経済学修士号取
得）。長銀総合研究所国際調査部研
究員、富士通総研経済研究所主任
研究員、同主席研究員を経て、現
職。主な専門分野は開発経済、中国
のマクロ経済。著書に『「ネオ・チャイナ
リスク」研究』（2021年慶應義塾大学
出版会）などがある。

※ご記入いただきました個人情報につきましては、本フォーラムのみに使用いたします。
※オンラインで参加を申し込まれた方には、11/7（火）までに、記載いただいたEメールアドレスへ視聴用URLを送信いたします。

【モデレーター】

【パネリスト】

【パネリスト】【パネリスト】

【主催者挨拶】

尾池 和夫
●静岡県立大学学長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1940年生まれ。京都大学理学部卒業。京都大学第24代総長、その後国際
高等研究所所長、京都芸術大学学長を経て、静岡県公立大学法人理事
長に就任し、2021年より現職。地球科学者で俳人。著書に『中国の地震予
知』（NHKブックス1978年）、『中国的地震預報』（中国社会出版社2015
年）などがある。

【パネリスト】

【富士山コンファレンス立ち上げ記念講演】

【講演③】【講演②】

【講演①】【基調講演】


